
飛鳥の三尊埓仏

飛
鳥
の
三
尊
躊
仏

　
－
敦
煌
か
ら
竜
門
石
窟
の
倚
像
－

は
じ
め
に

賀

川

光
　
夫

　
一
九
八
〇
年
七
月
二
Ｉ
日
、
あ
こ
が
れ
の
敦
煌
莫
高
宮
を
林
章
教
授
と
と
も
に
踏
む
こ
と
が
で
き
た
。
敦
煌
莫
高
宮
は
、
仏
教

の
東
漸
に
お
い
て
貴
重
な
文
書
資
料
（
教
壇
文
書
）
と
、
教
変
（
絵
画
）
を
も
っ
た
石
窟
寺
院
で
あ
っ
て
、
そ
の
開
宮
は
さ
だ
か
で
な

く
、
前
秦
建
元
二
年
（
回
八
六
）
沙
門
楽
壇
の
創
建
と
も
、
永
和
九
年
（
三
五
回
創
建
と
も
い
わ
れ
る
。
石
窟
は
五
胡
十
六
国
時
代

造
営
の
早
期
窟
か
ら
元
代
官
に
い
た
る
ま
で
総
計
四
九
二
宮
（
一
九
七
八
年
現
在
）
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
各
地
に
点
在
す
る
仏
跡
に
お
い

て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
パ
ガ
ン
は
総
計
二
千
五
百
の
建
造
物
を
数
え
る
が
記
録
で
は
ア
ノ
ア
ー
タ
王
に
よ
る
建
寺
開
始
は
Ｉ
〇
四
四

年
に
は
じ
ま
る
と
さ
れ
る
の
で
、
敦
煌
開
宮
よ
り
約
六
〇
〇
年
の
後
代
に
な
る
。
寺
院
内
部
の
壁
画
に
は
仏
伝
や
本
生
話
な
ど
共

通
点
が
多
い
が
大
乗
を
主
と
す
る
敦
煌
と
、
小
乗
に
よ
る
塔
婆
建
設
の
パ
ガ
ン
と
に
は
内
容
に
お
い
て
も
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
敦
煌
に
お
い
て
は
、
段
文
傑
、
史
葦
湘
両
教
授
の
特
別
な
厚
意
と
劉
永
増
資
料
部
副
主
任
の
指
導
で
、
未
公
開
の
二
Ｉ

｜
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五
号
窟
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
Ｉ
五
号
窟
は

盛
唐
窟
で
あ
り
、
前
室
左
右
の
壁
面
に
三
尊
形
式
の
彫

刻
（
第
１
回
）
を
も
つ
日
乾
博
仏
が
あ
っ
た
。
三
叉
茎
蓮

華
座
か
ら
な
る
三
尊
形
式
の
縛
仏
で
、
そ
の
例
は
飛
鳥
、

自
派
期
（
七
世
紀
、
八
世
紀
初
頭
）
の
彫
刻
と
深
い
関
係
が

あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
堺
仏
と
対
比
さ
れ
る
も
の

と
し
て
銅
板
押
出
仏
が
あ
る
が
、
法
隆
寺
大
宝
殿
三
尊

仏
、
当
麻
寺
奥
院
の
三
尊
仏
が
同
系
統
の
三
叉
茎
蓮
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）
　
　
　
　
　
　
　

一

で
あ
り
、
堺
仏
で
は
三
重
県
・
名
張
市
夏
見
廃
寺
や
奈
　
　
1
3
0

　
　
　
　
　
　
　
（
５
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

良
県
川
原
寺
裏
山
の
三
尊
仏
に
そ
の
形
式
の
様
子
が

う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
三
尊
仏
主
尊
は
い
ず
れ
も
倚

像
で
あ
り
、
倚
像
の
展
開
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
点
を
中
心
に
、
自
派
期
奈

良
地
方
に
み
る
共
通
の
問
題
を
観
察
、
そ
の
伝
播
に
つ

い
て
若
干
の
私
論
を
展
開
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
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‥
｛
｝
　
三
尊
仏
に
み
る
倚
像
に
つ
い
て

　
倚
像
の
姿
勢
を
と
る
如
来
像
は
、
北
魏
大
同
雲
岡
石
窟
初
期
の
曇
曜
五
官
、
一
九
窟
東
西
仏
に
み
ら
れ
る
。
特
に
西
脇
洞
は
、

外
壁
が
崩
落
し
て
露
坐
と
な
り
見
学
し
や
す
い
。
雲
岡
石
窟
初
期
の
曇
曜
五
官
は
、
一
般
に
皇
帝
を
模
し
た
彫
刻
で
浜
北
社
会
に

例
を
み
る
も
の
だ
と
さ
れ
西
方
様
式
の
影
響
と
考
え
る
が
、
北
魏
特
有
の
威
厳
を
託
し
た
像
で
あ
る
。
一
部
に
は
中
国
で
「
曹
衣

出
水
」
と
い
わ
れ
る
マ
ト
ウ
ラ
様
式
二
九
窟
如
来
立
像
）
に
似
た
如
来
な
ど
も
み
ら
れ
、
更
に
碧
眼
鼻
梁
の
高
い
像
も
あ
っ
て
西
方

の
影
響
が
強
い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
一
九
窟
西
脇
洞
如
来
像
は
中
国
式
法
衣
を
つ
け
て
い
る
こ
と
、
如

第２図　唐西京法海寺僧博簡造弥勒像記

　(洛陽竜門石意思簡洞　咸享四年十一月七日)

未
定
印
を
な
し
、
倚
像
の
形
式
を
と
る
こ
と

で
注
目
さ
れ
る
。

　
一
方
敦
煌
莫
高
窟
で
も
倚
像
は
北
魏
時
代

に
交
脚
像
と
と
も
に
多
く
の
顕
造
を
み
る
。

二
五
七
窟
（
北
魏
魏
）
で
は
、
窟
中
央
の
方
柱

円
供
大
姦
主
尊
と
し
て
倚
像
が
み
ら
れ
る
ほ

か
、
二
六
〇
窟
（
北
魏
中
期
）
、
四
三
一
窟
（
北

魏
後
期
）
、
二
四
九
（
西
魏
）
な
ど
に
赤
色
天
衣

を
ま
と
っ
て
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

倚
像
は
単
に
如
来
像
と
し
て
尊
名
を
付
し
て

い
な
い
。
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第３図　唐處貞造弥勒像五百区造像記

　　　　(洛陽竜門石窟万仏洞､永隆元年九月三十日中央五尊形式の倚像は壹坂

　　　　寺の独尊仏と同形式)

　
倚
泳
が
中
原
で

流
行
す
る
の
は
北

魏
の
雲
岡
か
ら
竜

門
初
期
の
時
代
で

あ
る
。
題
記
の

多
い
洛
陽
竜
門
石

窟
で
は
、
弥
勒
遊

泳
記
と
倚
像
が
同

時
に
み
ら
れ
る
。

恵
簡
洞
で
は
、
西

京
法
海
寺
僧
恵
簡

に
よ
る
遊
像
記
が

あ
り
、
咸
亨
四
年

　
（
六
七
三
）
十
一
月

七
日
、
銘
（
第
２
図
）

に
は

　
大
唐
咸
亨
四
年
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飛鳥の三尊埓仏

十
一
月
七
日
西
京
寺
法
憎
恵
簡
奉
為
皇
帝
皇
后
太
子
周
王
敬
造
弥
勒
像
一
巍
二
菩
薩
神
王
等
並
徳
成
就
伏
願
皇
帝
聖
無
窮
　
殿
下

諸
王
福
延
万
代

と
あ
り
、
こ
の
造
像
記
に
よ
っ
て
本
尊
が
弥
勒
で
あ
る
こ
と
、
製
作
年
代
が
咸
亨
四
年
（
六
七
〇
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
造
像
題
記
と
弥
勒
（
倚
像
）
に
関
す
る
も
の
に
万
仏
洞
入
口
左
壁
が
あ
る
。
そ
の
造
像
題
記
（
第
３
図
）
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
大
唐
永
隆
元
年
歳
次
庚
辰
九
月
世
日
處
貞
敬
造
弥
勒
像
五
百
区
願
無
始
悪
業
罪
消
滅
法
界
四
生
永
断
怨
憎
従
今
生
至
成
仏
以
来

普
作
菩
提
巻
属
誓
相
度
脱
逢
善
智
識
出
家
脩
道
永
離
蓋
纒
陪
無
所
得

第４図　倚坐独尊仏（埓仏）

　　　　向って左中国伝長安出土。右、壷坂寺

　　　　出土（同じもの宇佐虚空蔵出土）

と
あ
り
、
そ
の
題
記
の
上
に
倚
像
で
あ
る
弥
勒
を
中
心
と
し
て
二
菩
薩
、
二
比
丘

を
左
右
に
配
置
し
て
五
尊
形
式
と
な
し
、
周
辺
に
多
数
の
倚
像
が
あ
る
。
こ
の
造

像
題
記
か
ら
、
倚
像
の
す
べ
て
は
弥
勒
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
弥
勒
の
造
像
記
と
そ
の
主
尊
に
倚
像
を
あ
て
た
例
は
少
く
な
い
。
尊
名
不
祥
の

如
来
形
と
し
て
北
魏
代
か
ら
雲
岡
や
敦
煌
石
窟
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
倚
像
は
、

弥
勒
信
仰
に
も
と
ず
く
も
の
と
み
て
よ
い
。

　
奈
良
県
高
市
郡
壷
坂
南
法
華
寺
、
大
分
県
宇
佐
市
虚
空
蔵
寺
（
第
４
回
）
な
ど
で

出
土
し
た
小
型
独
尊
仏
は
同
形
の
倚
像
で
如
来
の
定
印
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
倚

座
独
尊
の
倚
障
が
き
わ
め
て
特
徴
的
で
あ
り
、
そ
の
類
似
す
る
も
の
に
、
竜
門
古

陽
洞
外
、
唐
寵
後
屏
や
、
京
都
市
山
科
勧
修
寺
繍
帳
如
来
像
後
屏
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
宜
字
形
の
台
座
上
に
倚
障
を
つ
く
り
、
上
方
に
左
右
三
つ
の
孤
形
を
あ
ら
わ
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『

１

１

し
、
そ
の
先
端
が
火
炎
宝
珠
形
を
つ
け
後
屏
と
な
し
て
い
る
。

　
特
殊
な
倚
障
は
弥
勒
の
台
座
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
見
解
も
あ
り
、
北
魏
時
代
一
つ
の
形
式
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　
更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
台
坐
の
両
翼
に
マ
カ
ラ
と
後
脚
で
立
つ
獣
形
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
の
竜
門
古
陽
堂
外
の

唐
寵
、
京
都
府
観
修
寺
繍
張
に
も
倚
障
に
沿
っ
て
左
右
に
マ
カ
ラ
と
獣
形
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
古
陽
堂
外
唐
寵
の
主
尊
は
不
名

で
あ
る
が
、
特
徴
あ
る
倚
障
の
共
通
性
か
ら
み
て
弥
勒
像
と
考
え
て
よ
い
。

　
次
に
登
坂
寺
や
虚
空
蔵
寺
の
倚
坐
像
は
足
を
対
面
す
る
獅
子
座
中
央
の
踏
割
蓮
華
に
置
く
。
倚
障
後
屏
、
マ
カ
ラ
と
後
脚
で
立

つ
獣
形
、
対
面
す
る
獅
子
座
な
ど
が
倚
坐
像
を
中
心
に
図
化
さ
れ
た
小
形
埓
仏
そ
の
も
の
の
原
形
に
唐
代
の
製
作
と
推
定
さ
れ
る

小
形
独
尊
倚
像
埓
仏
（
第
４
図
左
）
が
あ
る
。
複
弁
の
台
座
に
左
右
二
本
の
柱
を
た
て
、
中
央
に
獅
子
喰
を
飾
る
屋
根
が
あ
り
、
厨
　
　
一

子
状
建
物
の
中
に
如
来
と
倚
障
（
後
屏
）
、
対
面
獅
子
座
と
踏
割
蓮
華
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
二
柱
を
建
て
厨
子
形
屋
根
中
央
の
獅
　
　
1
3
4

子
喰
か
ら
左
右
に
飛
天
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
占
が
登
坂
寺
や
虚
空
蔵
寺
の
小
形
独
尊
仏
と
違
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
倚
像
と
　
　
一

そ
れ
を
取
り
巻
く
図
形
の
一
つ
Ｉ
つ
が
符
合
す
る
如
く
一
致
し
て
い
る
点
で
、
個
定
図
像
の
原
形
と
思
わ
れ
る
。
更
に
先
に
あ
げ

た
竜
門
万
仏
堂
入
口
の
「
大
唐
永
隆
元
年
唐
處
貞
造
弥
勒
造
五
百
像
記
」
の
題
記
上
の
五
尊
形
式
の
主
尊
は
後
屏
を
省
略
し
て
は

い
る
か
対
面
獅
子
や
踏
割
蓮
華
を
あ
ら
わ
し
、
倚
像
の
形
態
も
ほ
ぼ
同
じ
形
式
の
も
と
で
造
像
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
倚
像
が
弥
勒

で
あ
る
こ
と
は
造
像
題
記
で
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
製
作
年
代
を
明
記
し
て
い
る
。
か
り
に
竜
門
万
仏
洞
の
倚
像
が
唐
製
作

小
形
独
尊
倚
像
仏
や
登
坂
寺
や
、
虚
空
蔵
寺
博
仏
の
原
形
と
み
る
と
、
そ
の
製
作
年
代
は
永
隆
元
年
（
六
八
〇
）
で
、
天
武
天
皇
九

年
に
あ
た
り
、
登
坂
寺
が
完
成
し
た
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
ま
で
二
三
年
を
数
え
、
大
宝
三
年
建
立
の
登
坂
寺
の
埓
仏
、
独
尊
倚
像

の
伝
来
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
倚
像
に
つ
い
て
、
そ
の
尊
名
を
あ
て
る
と
す
れ
ば
弥
勒
が
有
力
と
な
る
。



飛鳥の三尊埓仏

第５図　三叉茎蓮華で連繋される三尊仏

　　　　向って左から知恵院押出仏、法隆寺銅板三尊、敦煌三尊埓仏

　
水
野
清
一
、
長
広
敏
雄
両
氏
は
、
「
釈
迦
か
ら
弥
勒
え
」
の
項
目
の
な
か
で
『
釈
老
志
』

に
み
え
る
「
釈
迦
前
有
六
仏
　
釈
迦
継
六
仏
泥
成
道
・
：
将
来
有
弥
勒
仏
、
方
継
釈
迦
泥
障

世
」
と
あ
る
の
を
引
い
て
、
北
魏
時
代
造
像
に
は
弥
勒
を
あ
て
る
も
の
が
多
い
と
し
て
い

る
。
更
に
北
魏
時
代
に
選
出
さ
れ
た
経
典
目
録
『
出
三
蔵
記
集
』
か
ら
弥
勒
の
名
を
題
名

に
し
た
仏
典
を
あ
げ
、
弥
勒
下
生
説
の
流
布
さ
れ
た
こ
と
を
指
適
し
て
い
る
。
長
広
敏
雄

氏
の
論
文
は
、
豊
富
な
資
料
に
も
と
ず
き
、
し
か
も
実
際
に
現
地
で
点
検
し
た
貴
重
な
学

識
に
よ
る
も
の
で
敬
服
し
て
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
長
広
氏
の
見
解
を
裏
付
け

る
も
の
が
竜
門
古
陽
堂
の
六
十
数
種
類
の
造
像
記
と
尊
像
の
対
比
で
あ
る
。
造
像
記
の
中
　
　
一

で
釈
迦
が
二
二
、
弥
勒
が
二
五
で
、
四
七
記
を
し
め
、
阿
弥
陀
の
造
像
記
は
一
例
も
な
い
。
　
1
3
5

竜
門
石
窟
で
、
阿
弥
陀
如
来
が
出
現
す
る
の
は
唐
代
窟
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
釈
迦
－
　
　
一

弥
勒
信
仰
の
色
濃
い
時
代
に
先
の
倚
像
の
造
像
が
流
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
口
　
畿
内
の
三
尊
濤
仏

　
敦
煌
莫
高
宮
二
Ｉ
五
号
前
室
の
縛
仏
は
、
如
来
形
坐
像
を
主
尊
と
し
、
左
右
に
菩
薩
立

像
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
三
叉
茎
蓮
華
で
結
ぶ
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　
こ
の
三
尊
形
式
は
、
奈
良
県
各
地
の
銅
板
、
押
出
仏
、
埓
仏
な
ど
飛
鳥
、
白
猟
期
の
壮

厳
具
に
例
が
多
く
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
法
隆
寺
銅
板
如
来
三
尊
像
、
当
麻
寺
奥
院
三
尊



　網戸　゛賠芒箭≒　郷回惣竺回ざ渚己訃､･、∧夕言言誤診ﾂﾞﾚ

躇沁IJ,……i｀゛゛

前

回

詣|

,

鸚~鸚1

匯

黙劇　隨]-]聡庖;爽S2 1凹宍Wj

E藩記

…………｡。。　ジ
百jd2s目貫ux゛2�白4　ni6″゛i

稲
“、言否∃r万回回｡董診i，9

回護回]ﾌ｀“Ji｀゛｀､･E･読日置目.i｀､宍

詣ほ子iS,i………｀i淵lk,゛

JUI　

隨　４ﾌﾟ]誕こ昂

乙
-

xjEﾐ､]j。XEiﾆ仙こjF
　　　4一

雨，､J,万万苦亮一1,｡｡……mjじ生t
ぬ盛iぶ一言庭謡記昌訟記言言言M謳昌詣回諒察謳言な星涙ご爪謳疆

第６図　三尊浦仏（中尊倚像）

　　　　向って上段左中国唐代造像､右はその裏面の銘文､下左壷坂寺､右田

　　　　原寺裏山

136



飛鳥の三尊溥仏

押
出
仏
、
知
恵
院
押
出
仏
（
第
５
図
）
な
ど
に
類
似
の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
三
叉
茎
蓮
華
で
主
尊
と
脇
侍
の
蓮
台
を
結
ぶ
形
式

で
あ
る
が
、
主
尊
は
倚
像
に
統
一
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
畿
内
発
見
の
埓
仏
の
三
尊
形
式
は
、
押
出
仏
な
ど
と
同
様
に
主
尊
は
倚
像
で
統
一
さ
れ
、
そ
の
図
像
は
い
っ
そ
う
個
定
化
さ
れ

て
い
る
。
蓮
台
の
三
叉
茎
は
下
部
が
不
明
で
あ
る
が
主
尊
の
台
座
左
右
か
ら
派
生
し
て
脇
侍
蓮
華
台
座
に
連
繋
さ
れ
て
い
る
。

　
登
坂
寺
・
川
原
寺
裏
山
な
ど
で
出
土
し
た
三
尊
埓
仏
と
同
箆
の
如
く
細
部
ま
で
似
て
い
る
「
大
唐
善
業
泥
服
得
真
如
妙
化
身
」

の
銘
を
も
つ
中
国
の
三
尊
埓
仏
は
、
長
さ
一
四
セ
ン
チ
、
幅
コ
ー
・
ハ
セ
ン
チ
で
、
大
頭
形
を
な
し
、
中
央
に
定
印
の
倚
坐
像
を

置
き
、
独
特
の
倚
障
が
あ
る
。
後
背
は
宝
珠
形
で
、
二
個
の
風
鐸
を
さ
げ
た
天
蓋
が
あ
り
、
左
右
の
下
に
大
き
な
唐
草
文
を
配
置

す
る
。
脇
侍
、
立
像
は
二
者
と
も
に
合
掌
し
、
主
尊
台
座
脇
か
ら
派
生
す
る
蓮
茎
に
咲
く
蓮
台
に
立
つ
。
同
じ
火
頭
式
三
尊
埓
仏

に
橘
寺
出
土
が
あ
る
が
、
後
背
・
天
蓋
な
ど
が
違
い
左
右
の
唐
草
文
は
な
い
。

　
唐
代
三
尊
埓
仏
の
三
尊
像
に
ほ
ぼ
類
似
し
た
も
の
に
登
坂
寺
、
川
原
寺
裏
山
の
埓
仏
（
第
６
図
）
か
お
る
。
主
尊
は
偏
祖
右
肩
、

定
印
に
住
し
、
宜
字
座
に
倚
坐
す
る
如
来
で
あ
る
。
左
右
に
合
掌
す
る
脇
侍
立
像
は
三
叉
茎
蓮
華
で
主
尊
蓮
台
に
連
繋
し
て
い
る
。

倚
障
は
屏
風
型
に
広
が
り
、
後
背
は
主
尊
が
二
重
、
脇
侍
は
一
重
の
円
光
（
唐
代
将
仏
は
舟
型
）
で
あ
る
。
倚
障
左
右
上
方
か
ら
双
樹

を
生
や
し
、
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。
天
蓋
に
は
頭
に
宝
珠
を
飾
り
、
蓋
に
鈴
（
風
鐸
か
）
七
箇
を
下
げ
て
い
る
。
天
蓋
の
左
右
に
は
、

天
空
に
舞
う
散
華
飛
天
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
全
体
は
見
事
な
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
。
埓
の
大
き
さ
は
、
川
原
寺
裏
山
が
縦
二

二
セ
ン
チ
幅
一
七
セ
ン
チ
、
登
坂
寺
が
縦
二
二
・
八
セ
ン
チ
、
幅
一
八
・
ニ
セ
ン
チ
で
若
干
違
う
が
、
こ
れ
は
計
測
の
違
い
か
周

辺
の
切
断
の
違
い
で
、
内
部
の
文
様
は
印
で
押
し
た
よ
う
に
一
致
し
て
い
る
。
二
者
は
お
そ
ら
く
同
箆
と
み
て
よ
い
よ
う
に
恵
う
。

　
登
坂
寺
、
川
原
寺
裏
山
の
埓
仏
は
、
ほ
ぼ
同
じ
文
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
比
し
て
唐
代
三
尊
仏
は
後
背
や
唐
草
文
な
ど
一
部
を
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除
き
三
尊
仏
天
蓋
な
ど
主
要
な
と
こ
ろ
は
全
く
同
じ
モ
チ
ー
フ
で
製
作
さ
れ
て

　
　
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
白
鳳
時
代
流
行
し
た
三
尊
埓
仏
は
、
中
国
の
三

　
　
尊
博
仏
の
舶
載
も
し
く
は
模
造
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。

博
　
　
壷
坂
寺
、
川
原
寺
裏
山
出
土
の
三
尊
縛
仏
に
比
し
て
、
三
重
県
名
張
市
夏
見

　
　
廃
寺
の
縛
仏
は
若
干
違
う
点
が
み
ら
れ
る
。
全
体
の
モ
チ
ー
フ
は
、
前
二
者
と

　
　
変
化
は
な
い
が
、
縦
二
万
三
セ
ン
チ
、
幅
一
回
・
〇
セ
ン
チ
と
若
干
小
さ
い
。

塀
の
周
辺
は
幅
〇
・
三
セ
ン
チ
、
表
面
か
ら
〇
・
一
セ
ン
チ
の
立
ち
上
が
り
の
周
壁
が
あ
る
。
主
尊
は
如
来
形
定
印
の
倚
像
で
、

胸
部
に
出
牢
を
付
け
る
も
の
が
あ
る
。
後
背
は
二
重
の
円
光
で
、
火
炎
に
よ
る
身
光
が
あ
る
。
後
背
の
外
縁
に
は
唐
草
文
の
変
形
、
　
　
・

Ｃ
牢
文
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
両
脇
立
像
は
、
合
掌
し
て
起
立
し
、
頭
に
円
光
、
胸
飾
り
や
腰
の
裳
は
細
か
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
　
1
3
8

　
天
蓋
は
最
上
部
を
宝
珠
で
飾
り
、
上
下
を
菩
薩
円
光
よ
り
派
生
し
た
双
樹
の
花
で
飾
る
。
天
蓋
の
左
右
に
は
流
麗
な
天
衣
を
ひ
　
　
一

る
が
え
し
た
散
華
飛
天
を
配
置
し
て
い
る
。
全
体
は
繊
細
巧
緻
で
、
壷
坂
寺
や
川
原
寺
裏
山
出
土
の
三
尊
仏
に
比
し
て
可
成
り
整

備
さ
れ
て
華
麗
な
技
法
で
製
作
さ
れ
て
い
る
。
夏
見
廃
寺
に
は
「
甲
午
年
□
□
中
」
（
第
７
図
）
と
読
め
る
文
字
塀
が
出
土
し
て
お
り
、

こ
れ
を
も
と
に
持
続
天
皇
来
島
八
年
（
六
九
四
）
製
作
と
す
る
こ
と
が
妥
当
と
さ
れ
る
。

　
夏
見
廃
寺
に
は
唐
代
胡
人
に
み
え
る
深
眼
で
高
鼻
、
口
髭
を
つ
け
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
風
の
巻
族
と
み
る
像
や
、
迦
楼
羅
像
と
み
ら

れ
る
も
の
の
出
上
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
先
の
壷
坂
寺
、
川
原
寺
裏
山
出
土
塀
仏
同
様
、
夏
見
廃
寺
の
壮
厳
具
が
唐
文
化
の

舶
戴
品
と
み
る
こ
は
で
き
る
と
思
う
。
特
に
川
原
寺
裏
山
や
、
夏
見
廃
寺
出
土
の
三
尊
仏
に
金
箔
の
残
存
す
る
も
の
が
あ
り
、
堂

塔
壁
面
を
飾
る
数
多
く
の
塀
仏
に
箔
を
も
ち
い
る
技
法
を
含
め
て
、
当
時
の
日
本
で
は
製
作
困
難
な
技
術
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。



の三尊傅仏飛鳥

　
三
尊
場
仏
は
一
般
に
多
数
の
独
尊
仏
で
飾
ら
れ
た
中
に
安
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
串
国
竜
門
石
宮
古
陽
洞
天
井
部
の

状
況
を
み
れ
ば
理
解
で
き
る
。
堂
塔
内
部
の
壮
厳
に
は
、
三
尊
仏
と
独
尊
仏
の
両
者
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
様
子
は
登
坂
寺
な
ど

で
証
明
さ
れ
て
い
る
。
登
坂
寺
出
土
の
三
尊
仏
主
尊
と
、
独
尊
仏
は
と
も
に
倚
坐
像
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
唐
代
の
出
上
場
仏
か
ら

そ
の
源
流
を
た
ど
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
今
後
の
研
究
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
場
仏
道
像
の
年
代
が
、
竜

門
石
窟
の
道
像
記
、
ま
た
は
夏
見
廃
寺
の
文
字
場
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
と
、
そ
の
時
代
の
仏
教
信
仰
の
背
景
に
つ
い
て

の
研
究
が
一
段
と
深
ま
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
竜
門
石
窟
に
は
数
多
く
の
石
像
造
像
に
関
す
る
題
記
が
あ
り
、
こ
れ
と
の
関
係
で
、

彼
我
の
仏
教
交
流
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
わ
が
自
薦
期
の
押
出
仏
、
場
仏
に
つ
い
て
一

部
は
、
あ
る
程
度
の
見
極
め
が
つ
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
自
〔
　
博
仏
の
主
尊

　
千
仏
で
壁
面
を
飾
り
、
そ
の
一
部
に
森
を
も
う
け
て
定
印
の
如
来
や
、
弥
勒
を
安
置
す
る
光
景
は
、
北
魏
時
代
言
岡
石
窟
を
は

じ
め
竜
門
石
窟
な
ど
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
言
岡
第
一
五
官
や
竜
門
千
仏
洞
で
は
、
無
数
の
如
来
像
を
彫
刻
し
、
そ
の
中
央
上

段
に
近
い
と
こ
ろ
に
小
森
が
あ
り
、
中
に
奈
良
県
壷
坂
寺
、
宇
佐
虚
空
蔵
寺
塔
趾
発
見
の
如
来
像
と
同
じ
倚
像
を
お
く
。
こ
の
中

で
竜
門
千
仏
洞
で
は
踏
割
蓮
華
に
両
足
を
置
く
倚
像
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
千
仏
壮
厳
は
北
魏
時
代
に
流
行
し
、
雲
岡
一
一
窟

南
壁
中
層
、
千
仏
中
央
の
倚
坐
三
尊
仏
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
道
像
に
題
記
の
あ
る
竜
門
万
仏
洞
の
場
合
、
「
大
唐
監
姚
神
爽
造
一

萬
五
千
尊
像
記
」
永
隆
元
年
十
一
月
世
日
や
「
唐
沙
門
智
遠
道
一
萬
五
千
尊
像
記
」
が
あ
り
、
万
仏
洞
の
千
仏
の
中
の
森
に
「
大

唐
調
露
二
年
歳
次
庚
辰
七
月
十
五
日
　
奉
為
螢
師
敬
造
畢
功
」
と
あ
り
、
倚
像
如
未
定
印
の
独
尊
仏
を
お
く
。
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さ
て
、
こ
の
千
仏
に
よ
る
堂
塔
壮
厳
の
様
子
は
、
白
鳳
時
代
伽
藍
の
埓
仏
に
よ
る
壁
面
壮
飾
に
影
響
し
た
こ
と
は
今
日
の
一
般

的
見
解
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
長
広
敏
雄
氏
は
優
れ
た
見
解
を
し
め
し
て
い
る
。
長
広
氏
は
、

千
仏
造
像
と
弥
勒
を
現
わ
す
場
面
を
竜
門
古
陽
洞
上
部
彫
刻
で
契
合
で
き
る
、
と
し
て
『
法
華
経
』
普
賢
菩
薩
勧
発
品
（
羅
汁
譚
）

に
注
目
し
て
い
る
。

　
若
有
人
受
漬
誦
　
解
其
義
趣
　
是
人
命
終
　
為
千
仏
受
手
　
令
不
恐
怖
不
随
悪
趣
　
即
注
兜
率
天
上
　
弥
勒
菩
薩
所
　
弥
勒
菩

薩
有
三
十
二
相
　
大
菩
薩
衆
所
其
囲
饒
　
有
百
千
萬
僕
天
女
巻
属
面
於
中
生
　
有
如
是
等
功
徳
利
益

　
こ
の
箇
所
を
重
視
し
て
、
法
華
経
諸
相
の
彫
刻
で
壮
厳
と
な
っ
た
壁
面
に
お
い
て
釈
迦
、
弥
勒
を
仰
げ
ば
自
か
ら
「
法
華
経
の

座
」
の
列
に
あ
る
こ
と
を
感
ず
る
、
と
し
て
い
る
。
千
仏
に
手
を
授
け
れ
ば
悪
趣
に
落
ち
ず
兜
率
に
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
弥
勒
浄
土
の
場
面
を
千
仏
構
造
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
、
と
説
い
た
と
考
え
る
。

　
長
広
氏
は
、
こ
の
場
面
を
古
陽
堂
に
求
め
た
と
思
わ
れ
る
が
、
素
晴
ら
し
い
考
察
力
で
あ
る
。
博
仏
を
も
っ
て
壁
面
を
飾
り
、

中
央
に
倚
像
を
主
尊
と
す
る
三
尊
仏
を
配
置
す
る
自
薦
寺
院
は
、
釈
割
下
弥
勒
の
系
列
、
『
法
華
経
』
再
現
の
場
と
考
へ
て
よ
か
ろ

　
さ
て
、
川
原
寺
裏
山
出
土
の
埓
仏
一
六
〇
点
の
う
ち
二
枚
に
文
字
が
検
出
さ
れ
た
。
一
枚
の
裏
に
は
「
阿
弥
陀
」
が
、
他
の
一

枚
に
は
「
釈
、
勒
」
の
二
字
が
箆
書
き
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
字
に
つ
い
て
は
綱
干
善
戦
氏
の
論
文
「
三
尊
埓
に
み
る

阿
弥
陀
仏
の
造
顕
」
に
詳
し
い
の
で
そ
れ
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
若
干
の
見
解
を
述
べ
て
み
よ
う
。
中
国
仏
教
に
お
い
て
阿
弥
陀
信

仰
が
釈
迦
に
変
わ
っ
て
広
が
り
を
み
せ
る
の
は
、
造
像
題
記
の
豊
富
な
竜
門
石
窟
で
み
る
限
り
、
初
唐
頃
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
七
世
紀
上
半
期
に
は
わ
が
国
に
も
そ
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
綱
干
氏
は
、
鮮
明
天
皇
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十
二
年
条
、
及
び
孝
徳
天
皇
白
維
三
年
条
に
お
い
て
憎
恵
隠
に
よ
る
無
量
寿
経
の
講
読
と
議
論
の
記
事
を
注
目
し
て
い
る
。
更
に

持
続
紀
三
年
条
、
同
六
年
条
に
金
鋼
阿
弥
陀
仏
献
上
の
記
事
を
あ
げ
、
斉
明
天
皇
四
、
五
年
に
河
内
観
心
寺
、
西
淋
寺
の
造
像
記

に
阿
弥
陀
仏
造
像
が
み
え
る
こ
と
を
指
適
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
無
量
寿
経
な
ど
の
講
読
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の

造
像
が
七
世
紀
中
葉
に
は
着
手
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
『
法
華
経
』
の
「
千
仏
に
于
を
受
け
れ
ば

弥
勒
浄
土
に
往
生
で
き
る
」
が
『
無
量
寿
経
』
の
「
功
徳
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
浄
土
に
再
生
で
き
る
」
と
い
う
輪
廻
往
生
の
悲
願
が

普
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
川
原
寺
裏
山
出
土
の
三
尊
仏
の
主
尊
は
如
未
定
印
の
倚
像
で
あ
り
、
弥
勒
（
釈
迦
）

の
造
像
で
あ
る
が
、
「
阿
弥
陀
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
一
枚
の
埓
仏
に
「
釈
、
勒
」
の
二
字
を
刻
む
こ
と
よ
り
阿
弥
陀
の
文

字
の
み
が
刻
ま
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
優
位
と
み
る
こ
と
は
で
き
ま
い
が
、
こ
こ
で
綱
干
氏
の
「
当
時
の
仏
教
に
お
い
て
は
像
容
の

未
分
化
を
し
め
し
て
い
る
」
と
す
る
解
釈
が
納
得
さ
れ
る
。

　
大
分
県
宇
佐
市
虚
空
蔵
寺
塔
趾
か
ら
ま
と
ま
っ
て
独
尊
倚
像
の
坤
仏
が
み
つ
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
「
□
□
光
」
の
文

字
が
あ
っ
た
。
二
列
で
右
の
二
字
は
不
明
、
左
一
字
が
「
光
」
と
読
め
る
。
こ
の
光
字
は
「
無
量
光
仏
」
の
「
光
」
と
も
判
断
さ

れ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
倚
坐
独
尊
（
釈
迦
・
弥
勒
）
の
像
に
無
量
光
仏
の
尊
名
を
付
し
た
も
の
で
、
像
容
の
未
分
化
の
状
態
を
し
め

す
好
例
と
な
る
。
虚
空
蔵
寺
に
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
大
宝
三
年
（
七
〇
号
憎
法
蓮
の
左
の
記
恥
（
『
続
日
本
記
』
）

が
あ
る
。

　
施
憎
法
蓮
豊
前
野
四
十
町
　
褒
警
衛
也

　
大
宝
三
年
は
奈
良
県
壷
坂
寺
建
立
の
年
に
一
致
し
同
形
式
の
倚
像
独
尊
の
埓
仏
を
出
土
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
関
係
か
ら
も
壹
坂
寺
を
含
む
如
未
定
印
の
埓
仏
に
阿
弥
陀
を
あ
て
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
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如
未
定
印
に
釈
迦
・
弥
勒
を
信
仰
対
象
と
す
る
中
で
、
よ
う
や
く
阿
弥
陀
浄
土
の
存
在
が
普
及
し
は
じ
め
る
事
情
を
博
仏
画
像

と
、
刻
印
さ
れ
た
文
字
で
検
討
で
き
る
こ
と
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
こ
れ
に
は
大
陸
半
島
の
仏
教
と
、
遺
物
に
関
す
る
研
究
で

更
に
深
ま
る
も
の
と
期
待
す
る
。

お
わ
り
に

　
主
と
し
て
白
鳳
時
代
、
畿
内
を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
押
出
仏
や
博
仏
が
、
堂
塔
の
壮
厳
に
使
用
さ
れ
こ
と
に
つ
い
て
埓
仏
を

中
心
と
し
て
考
察
を
加
え
よ
う
と
し
た
が
、
浅
学
非
才
の
た
め
に
問
題
の
核
心
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
　
　
一

る
。
し
か
し
、
白
鳳
期
伽
藍
堂
塔
の
壁
面
に
金
箔
に
輝
く
埓
仏
が
、
壮
厳
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
長
広
敏
雄
氏
の
深
い
博
学
　
　
1
4
2

の
お
陰
で
洛
陽
古
陽
洞
の
「
千
仏
間
に
弥
勒
を
現
わ
す
場
面
」
（
『
法
華
経
』
）
と
契
合
す
る
造
像
で
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
　

一

　
白
黒
期
の
仏
教
が
、
伝
統
的
に
釈
迦
－
弥
勒
信
仰
に
依
頼
さ
れ
た
系
譜
を
、
倚
像
の
尊
像
に
み
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
無
量
寿

経
を
通
じ
て
輪
廻
往
生
を
説
く
阿
弥
陀
浄
土
へ
の
憧
れ
に
つ
い
て
綱
干
善
教
氏
の
川
原
寺
裏
山
出
土
「
阿
弥
陀
」
の
箆
書
文
字
の

解
説
で
教
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
私
論
と
し
て
三
尊
堺
仏
夭
唐
善
業
・
：
「
銘
文
」
）
各
部
符
合
の
モ
チ
ー
ブ
に
よ
り
追
像
さ
れ
た
登

坂
寺
、
川
原
寺
裏
山
出
土
の
堺
仏
が
唐
代
中
国
か
ら
の
舶
戴
品
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
適
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
登
坂
寺
、

宇
佐
虚
空
蔵
寺
の
独
尊
倚
像
も
竜
門
千
仏
洞
の
弥
勒
像
追
記
と
弥
勒
倚
像
や
唐
代
　
仏
か
ら
同
じ
よ
う
に
舶
戴
の
可
能
性
を
指
適

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
さ
て
、
こ
の
小
論
は
、
Ｔ
几
八
〇
年
七
月
二
Ｉ
日
憧
れ
の
敦
煌
の
土
を
踏
み
、
二
Ｉ
五
号
窟
で
三
叉
茎
蓮
華
に
三
尊
埓
仏
百
幹
）
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を
見
学
し
た
感
動
に
よ
っ
て
埓
仏
の
研
究
が
は
じ
ま
っ
た
。
八
一
年
に
は
二
度
目
の
雲
岡
石
窟
え
、
八
二
年
八
月
に
は
竜
門
石
窟

へ
の
研
究
旅
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
都
度
畏
友
林
章
先
生
と
は
行
動
を
と
も
に
し
た
。
そ
の
た
び
に
、
義
戦
と
造
像
と
に
つ
い
て

議
論
し
、
あ
る
時
は
深
夜
に
及
ぶ
こ
と
が
あ
っ
た
。
林
先
生
は
中
国
語
に
詳
し
く
、
竜
門
で
は
造
像
題
記
の
解
読
に
熱
中
し
、
そ

れ
を
通
じ
て
多
く
の
学
思
を
う
け
た
。
こ
の
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
と
な
り
、
こ
こ
に
小
論
を
書
い
た
。
願
わ
く
ば
竜
門
石
宮
古

陽
洞
天
井
の
千
仏
と
と
も
に
弥
勒
の
間
に
例
し
、
弥
勒
浄
土
で
永
遠
の
生
を
う
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　
終
り
に
本
橋
に
は
長
広
敏
雄
氏
の
学
識
を
拝
し
、
更
に
綱
干
善
教
氏
と
関
西
大
学
考
古
館
の
諸
氏
、
三
重
県
名
張
市
教
育
委
員

会
の
諸
氏
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
本
橋
に
は
堺
仏
の
原
流
と
も
考
え
ら
れ
る
印
沙
、
脱
仏
、
脱
塔
に
つ
い
て
輝
輝
雪
氏

の
論
文
を
劉
永
増
氏
の
厚
意
で
掲
載
で
き
た
こ
と
あ
わ
せ
て
感
謝
す
る
。

注
－

１

心/

Ｍ
ｌ
ｊ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
￥
　
Ｕ
Ｆ
　
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
　
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｅ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

D
E
P
A
R
T
M
E
N
T
。
S
o
c
i
a
l
i
s
t

R
e
p
u
b
l
i
c
o
f

t
h
e
u
n
i
o
n

o
f

B
u
r
m
a
。

R
a
n
g
o
o
n
。
”
P
I
C
T
O
R
I
A
L

G
U
I
D
E

T
O

P
A
G
A
N
”

1
9
5
5
‐
1
9
7
9

（
３
）
　
久
野
健
「
押
出
仏
と
堺
仏
」
『
日
本
の
美
術
』
一
一
八
号
一
九
七

　
　
　
一

－
４

－

－
５

－

　
『
夏
見
廃
寺
』
名
張
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八
八
年

網
干
善
戦
「
川
原
寺
裏
山
遺
跡
と
出
土
遺
物
」
『
仏
教
芸
術
』
九

九
号
　
一
九
七
四
年
、
他

Ａ
Ｕ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｗ
　
”
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
　
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
　
Ｉ
Ｎ
　
　
（
６
）
　
水
野
清
一
、
長
広
敏
雄
『
雲
岡
石
窟
』
　
一
九
五
一
丿
五
六
、
長

　
　
　
B
U
R
M
A
”
T
h
e
M
i
n
i
s
t
r
y

o
f
u
n
i
o
nC
u
l
t
u
r
e
（
心
ｏ
べ
Ｑ
コ
ー

　
　
　
m
e
n
to
lt
h
eu
n
i
o
no
f
B
u
r
m
a
。
1
9
7
2
.

（
２
）
　
賀
川
光
夫
「
敦
煌
莫
高
窟
二
Ｉ
五
号
前
室
の
埓
仏
」

　
　
　
"
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
'
亘
五
八
号
、
一
九
八
一

　
　
　
広
敏
雄
『
雲
岡
と
竜
門
』
一
九
六
四
、
『
雲
岡
石
窟
』
一
九
七
六
、

　
　
　
そ
の
他

（
７
）
　
敦
煌
文
物
研
究
所
編
『
中
国
石
窟
敦
煌
莫
高
官
』
平
凡
社
　
一

　
　
　
九
八
〇
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（
８
）
　
水
野
清
一
、
長
広
敏
雄
『
河
南
洛
陽
竜
門
石
窟
の
研
究
』
同
朋

　
　
　
舎
　
一
九
八
〇

（
９
）
　
前
注
（
２
）
及
び
（
８
）
に
同
じ

　
　
　
賀
川
光
夫
「
宇
佐
虚
空
蔵
寺
塔
趾
発
見
埓
仏
」
『
太
宰
府
古
文
化

　
　
　
論
叢
』
下
巻
、
一
九
八
三

（
1
0
）
　
前
注
（
３
）
に
同
じ

茸
）
　
賀
川
光
夫
Ｉ
、
「
虚
空
蔵
寺
址
発
見
博
仏
」
『
大
分
県
地
方
史
』

　
　
　
一
、
一
九
五
四
、
難
波
田
徹
「
埓
仏
」
『
宇
佐
』
一
九
七
八
、
２
、

（

1 9
）

（

2 0
）

－

21

－

水
野
清
一
、
長
広
敏
雄
、
前
注
（
６
）
と
同
じ

綱
干
善
教
他
、
「
川
原
寺
裏
山
遺
跡
出
上
品
に
つ
い
て
」
『
仏
教

美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
報
告
書
第
四
冊
』
　
一
九

七
七

綱
干
善
教
コ
こ
尊
仏
に
み
る
阿
弥
陀
仏
の
造
顕
」
『
浄
土
芸
術
』

第
二
号
　
一
九
七
六

（
2
2
）
　
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
三
、
「
（
好
明
）
五
月
丁
酉
朔
辛
丑
、
大
設

　
　
　
斎
　
因
以
　
清
恵
隠
憎
　
令
説
無
量
寿
経
」

　
　
　
　
『
法
鏡
寺
跡
・
虚
空
蔵
寺
跡
』
大
分
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
　
　
（
2
3
）

　
　
　
二
六
輯
、
一
九
七
三
、
そ
の
他

（
1
2
）
　
亀
田
孜
「
動
作
寺
の
釈
迦
説
法
図
繍
帳
」
『
美
術
研
究
』
第
二
一

　
　
　
九
号
　
一
九
四
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

（
1
3
）
　
井
口
喜
晴
「
豊
前
虚
空
蔵
寺
出
土
墳
仏
の
系
譜
」
『
太
宰
府
古
文
　
　
（
2
5
）

　
　
　
化
論
叢
』
下
巻
　
一
九
八
三

（
1
4
）
　
前
注
（
３
）
に
同
じ

（
1
5
）
　
水
野
清
一
、
長
広
敏
雄
『
河
南
洛
陽
竜
門
石
窟
の
研
究
』
同
朋

　
　
　
舎
、
一
九
八
〇

（
1
6
）
　
前
注
（
３
）
に
同
じ

（
1
7
）
　
前
注
（
３
）
に
同
じ

（
1
8
）
　
久
野
建
「
夏
見
廃
寺
趾
出
土
の
縛
仏
」
『
東
ア
ジ
ア
と
日
本
』
一

　
　
　
九
八
七
　
前
注
（
４
）
と
同
じ

　
『
日
本
書
紀
』
、
孝
徳
天
皇
白
維
三
年
、
「
夏
四
月
戊
子
朔
壬
寅

請
沙
門
恵
隠
於
内
裏
　
使
請
無
量
寿
経
　
以
沙
門
恵
資
　
為
論

議
者
　
以
沙
門
千
人
為
作
聴
衆

前
注
（
1
1
）
の
２
と
同
じ

　
『
銃
口
本
紀
』
大
宝
三
年
九
月
条
（
関
連
記
事
に
養
老
五
年
六

月
条
が
あ
る
。
）
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